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 ソウルの Art Space The Corner にて、韓国人立体作家ホン・ジョンピョのインスタレーション展示

「Super-Duper Surveillance System」を開催します。 

  

 サメのイメージは私たちの中に様々な感覚を呼び起こします。実際にサメに襲われたことはなくても、

サメの姿を目にし、同じ水の中で泳ぐこと想像しただけで、恐怖にとらわれ、不安にかられます。と同時

に、サメはある美しさも備えています。水中での生活に完全に適応したボディには、素早く泳ぎ獲物を捕

らえるために不要な部分も不足している部分もありません。一言で言えば、究極の捕食動物なのです。私

たちは完全無欠・全能の海の王としてのサメに畏敬の念を抱きます。 

 

 ホン・ジョンピョもまた、こうしたサメの二面性に惹かれる一人です。彼にとってサメは戦闘機に似て

います。すさまじく危険で恐ろしい存在でありながら、美しいデザインのフォルムを持ち、素晴らしく効

果的な破壊力を発揮する。多くの男性は、戦闘機もサメも、同じように好きなのではないでしょうか。 

 

「Super-duper Surveillance System」（至高の監視システム）と題したこの短期間の展示では、サメをかた

どったホン・ジョンピョの立体作品を、三清洞（サムチョンドン）のファッショナブルな通りに面した Art 

Space The Corner のスペースに展示します。街路を眺めわたし、道行く人々の安全な通行を監視するかの

ように君臨するサメの存在は、パワーと権威の象徴として提示されます。その恐怖感に満ちた、しかし美

しい姿は、周囲の景観をがらりと変化させると同時に、常に何らかの監視下にある現代の都市生活につい

て新たな思いを抱かせる契機となるでしょう。 

  

 この展示は Void Gallery Initiative による展示プログラム「In the Hotel」の一部をなすプロジェクトです。 

 

 

お問い合わせ：HRD FINE ART: e-mail info@hrdfineart.com / fax +81-3-4578-9168 

 

 



 
ホン・ジョンピョ  Jungpyo Hong 
 

1976 ソウル生まれ 

2005 弘益（ホンイク）大学美術学部彫刻学科修士課程修了 

2008-09 高陽（ゴヤン）国立アートスタジオ（韓国高陽）アーティスト・イン・レジデンスプログラム 

現在ソウル在住 

 

個展 

2006 ピョ・ギャラリー（ソウル） 

2008 「Boundary」ギャラリー・スケイプ（ソウル） 

2009 「Super-duper Surveillane System」Void Gallery（ソウル） 

 

主なグループ展 

2004 「The 26th Joongang Fine Art Competition」ソウル市立美術館（ソウル） 

2006 「Pick & Pick」サムジー・スペース（ソウル） 

 「The Seoul Art Exhibition 2006 - Figurative Sculpture」ソウル市立美術館（ソウル） 

 「多色多感 Variety - Color, Feeling」ジャンダリ・ギャラリー（ソウル） 

 「Chemical Art III」モンイン・アート・センター（ソウル） 

2007 「Taegyun Kim, Jungpyo Hong」ギャラリー・スケイプ（ソウル） 

 「37 31’N 126 58’E Seoul」Archeus（ロンドン） 

2008 「Contextual Listening」モンイン・アート・センター（ソウル） 

 Park Ryu Sook Gallery（ソウル） 

2009 「オープンスタジオ 5（パート 2）」ゴヤン・アート・スタジオ（ゴヤン） 

 

 

 


